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タイトル ～産学官が連携し、海岸清掃ロボットで海辺の未
来を守る～
「海辺の環境保護連携に関する協定」締結式を開
催します

担　　当 交通基盤部 河川砂防局河川砂防管理課

連 絡 先 担当：大石

TEL 054-221-3034

１　要旨

　静岡県、沼津市、飛龍高等学校、芝浦工業大学、東京国際工科専門職大学及び名古屋大学の
ミライバレーコンソーシアムが連携し、海岸清掃ロボットを活用した海辺の環境保護活動を推進する
ため、「海辺の環境保護連携に関する協定」を締結します。 
　本協定では、旧沼津御用邸周辺の海浜をフィールドに、海岸清掃ロボットを活用した環境保全活
動や環境教育に取り組みます。また、本プロジェクトは、JAXA宇宙科学研究所出身の専門家を中
心とする３大学の共同開発プロジェクトとしてスタートするもので、最先端のロボット技術を地域課題
の解決に活用する新たな産学官連携の取組です。 

２　概要

（１）協定締結式 
日時・場所：令和８年８月24日（月）14時30分から 沼津市役所４階 特別応接室 
出席者：静岡県 沼津土木事務所長 熊谷 修孝 
　　　　沼津市 沼津市長 賴重 秀一 
　　　　学校法人沼津学園飛龍高等学校 校長 齊藤 浩幸 
　　　　芝浦工業大学システム理工学部 教授 飯塚 浩二郎 
　　　　東京国際工科専門職大学情報工学科 准教授 水上 憲明 
　　　　名古屋大学大学院医学系研究科 特任教授 下田 真吾（ミライバレーコンソーシアム幹事） 
　　　　名古屋大学未来社会創造機構 客員准教授 鈴木 秀紀（ミライバレーコンソーシアム幹事） 

（２）主な連携内容 
　海岸清掃ロボットを活用した海岸環境の保全活動を地域と連携して推進するとともに、大学・高等
学校等との連携による環境教育や先端技術に関する学習機会を創出します。 
　また、学生の参加を通じた環境意識の向上や関係人口の創出など、海辺の環境保護に向けて相
互に連携・協力して取り組みます。 

※ 備考 
協定内容の詳細については、式終了後、県・市の担当者が取材に対応します。

 


